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2.2 避難時の生活環境に係る現状整理と課題の抽出 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害時要援護者のほとんどは、避難生活においても各種支援を必要とし、そのために十

分な各種施設機能が必要となります。地域で設定されている避難所の収容可能人員、施設

機能等に関する課題を明確にし、安全かつ十分な支援が実施できる避難所の確保に向けた

課題を抽出する必要があります。 
 

 

 

 

－過去の災害より－ 
○東海豪雨（2000 年 9 月） 

 避難所での生活の方が精神的に楽と回答した避難住民は 10％と非常に低く、避難所

に対する不満を持っている方が多くなっている。【東海豪雨災害に関する実態調査 

調査報告書：群馬大学片田研究室】 
 避難所の絶対数の不足から遠方への避難所への避難も生じたり、停電等、食糧不足

となった。また、避難所に移動するよりも自宅の二階の方が安全であることもあっ

た。【東海豪雨災害における災害情報の伝達と住民の対応：東京大学社会情報研究

所 廣井研究室】 
○新潟・福島豪雨（2004 年 7 月） 

 中之島町では、保育所が浸水で孤立し、ヘリコプターによる救助がなされた。
また、三条市、見附市等の 5 市町村の小学校 6 校、中学校 4 校も水に囲まれて
孤立した。【災害列島 2005：国土交通省河川局】 

 避難所が水没している中で食料を届けようとしたが、氾濫した水流のためなか
なか近づくことができなかった。その状況と到着見込みを避難所に通信する手
段がないため、避難住民に対して十分な支援ができなかった。【関係省庁合同
現地調査結果：集中豪雨等における情報伝達及び高齢者等の避難支援に関する
検討会】 

○平成 16 年台風 23 号(2004 年 7 月) 
 各障害者によって支援内容が異なるため、避難場所がわからず遠方の家族のと

ころに避難した方や、健常者のようにお風呂やトイレ(身障者トイレがない)に
行けず、衛生状況が悪化した方も見られた。【台風 23 号における災害時要援
護者の避難支援の状況：災害時要援護者の避難対策に関する検討会】 

 特別老人ホームこうのとり荘では、停電の影響で食事とトイレが困ったが、食
糧の備蓄と節水で乗り越えた。しかし、緊急入所の避難者に対する対応につい
ては定員に制限があることや入所者の精神的な不安定を考えると対応には限界
がある。【台風 23 号における災害時要援護者の避難支援の状況：災害時要援護
者の避難対策に関する検討会】 
 
 
 
 

 [主な課題]  

災害時要援護者が避難生活を続けるために必要な施設・機能を確保

した避難所が不足している。 

 プライバシーの問題等、精神的に不満を持っている避難住民が多く

なっている。 

 健常者も含めて避難所の収容能力が不足している。  

自治体内が現在指定している避難所について、諸元と災害時要援護者の支援を想

定した施設機能の状況について現状整理を行います。そして、その現状整理結果

より、災害時要援護者が利用可能な避難所における課題の抽出を行います。 
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2.2.1  避難所リスト・諸元の整理 
市町村において指定されている避難所について各種諸元を整理し、リストを作成します。

また、各避難所の位置について、想定されている浸水深が深い等の危険な地域内にないかを

確認し、避難所としての安全性も同時に整理することが必要です。また、福祉避難所（災害

時に通常の避難所では生活がしにくい要援護者を一時的に受け入れるため、福祉施設等を福

祉避難所としてあらかじめ指定するもの）としての指定を受けている施設についても確認を

行います。さらに、整理された避難所リストに新たに災害時要援護者の避難所として活用で

きるかどうかを判断するために、災害時要援護者向け設備の有無について整理を行います。

図 ６に避難所の整理例を、表 23に避難所の状況に関する整理例を示します。 
 
 避難所リスト・諸元の整理における留意点 

（ア）避難所として利用可能な施設の整理における留意点 

・ 既存の避難所だけでは、災害時要援護者の受け入れが困難になると想定される場合、

避難所として利用可能な公共施設(体育館、公民館、集会場等)や民間施設を対象に

同様の整理を行います。それにより地域における避難所として活用可能な施設が明

確となります。 

（イ）資料・データの活用における留意点 

・ 避難施設の整理においては、洪水ハザードマップ作成の検討等ですでに整理されてい

る避難所候補リストの活用も考えられます。 

・ 予測される浸水深・流速については洪水ハザードマップ作成の検討で算出された結果

を活用することが考えられます。 
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2.2.2  避難生活に係る課題抽出 

既存の指定避難所について、基礎情報(住所、電話番号等)と構造形態(耐震性等)、
階数、浸水予測(洪水ハザードマップ等の作成や過去の浸水実績によりデータが確保

できる場合)、面積、収容人員を整理します。そこに、災害時要援護者の支援機能と

して図 ６で整理した項目を参考に、各避難所が保有する施設機能を整理します。そ

れらの表をもとに地域の避難所における災害時要援護者の避難支援の可能性の観点

から課題を抽出します。 
 

 避難生活に係る課題抽出の視点 
(ⅰ)避難所における施設機能の有無 

・ 災害時要援護者の避難所として必要な施設機能の有無を確認します。 
・ また、災害時要援護者の避難生活においては介護等の専門的な支援者や

医療設備が必要な場合が想定されるため、それらの確保についても確認

する必要があります。 
(ⅱ)単位あたりの避難スペース 

・ 各避難所の収容能力については健常者を想定して一人あたりの必要面積

を設定していることが考えられます。しかし、災害時要援護者の避難生

活においては、一人あたりの必要面積が健常者のそれと比較して広めに

確保されることが望まれます。そのため、十分なスペースが確保できる

ことを再度確認する必要があります。 
 
 
 作業例 
 

表 22 避難生活に関する課題例 

課題の区分 出典元 課題 
ケーススタディ 

検討会議の意見 

津波等避難所、水防等避難所の区分が明確になっていな

いため、住民に対して周知徹底が難しい 

表 23 ⑥-1 

既存の避難所において災害時要援護者向けの施設機能を

有しているものが少ない(障害者用のトイレを有している

避難所はほとんどない) 

表 23 ⑥-2 
避難所の収容面積の不足(ハザードマップの設定では

1.67m2/人となっている) 

避難所での生活 

表 23 ⑥-3 災害時要援護者向けの対応人員(運営)の不足 
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